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成
島
信
遍
年
譜
稿
（
二
十
一
）

久
保
田
　
啓
　
一

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
成
島
信
遍
、
御
書
物
方
日
記
、
冷
泉
為
村
、
延
享
三
年
、
関
東
下
向

　
　
　
は
じ
め
に

　
『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
七
九
巻
（
二
〇
一
九
年
一
二
月

二
五
日
発
行
）
に
拙
稿
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
九
）」
を
発
表
し
た
後
、
こ

れ
か
ら
の
進
捗
の
度
合
い
を
考
慮
す
る
と
、
一
つ
の
雑
誌
に
年
一
度
掲
載
す
る

の
で
は
と
て
も
完
結
に
至
ら
な
い
と
判
断
せ
ざ
る
を
得
ず
、
広
島
近
世
文
学
研

究
会
発
行
の
研
究
誌
『
鯉
城
往
来
』
と
合
わ
せ
、
両
誌
を
交
互
に
発
表
の
媒
体

と
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

な
お
、
今
号
よ
り
『
広
島
大
学
文
学
部
論
集
』
と
誌
名
が
改
ま
る
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ま
で
書
き
継
い
だ
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
」
の
題
目
、
掲
載
誌
、
巻
号
、

発
行
所
、
発
行
年
月
日
を
一
覧
と
し
て
ま
と
め
て
お
く
。
今
後
、
必
要
あ
っ
て

こ
れ
ら
に
言
及
す
る
場
合
は
、「
拙
稿
①
」
の
ご
と
く
記
す
。

①�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
一
）」、『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
六
号
、
柳
門
舎
、

一
九
八
九
年
三
月
一
五
日

②�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
二
）」、『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
七
号
、
柳
門
舎
、

一
九
九
〇
年
一
二
月
一
五
日

③�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
三
）」、『
江
戸
時
代
文
学
誌
』
第
八
号
、
柳
門
舎
、

一
九
九
一
年
一
二
月
二
五
日

④�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
四
）」、『
日
本
文
学
研
究
』
第
三
〇
号
、
梅
光
女
学

院
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
九
五
年
一
月
二
〇
日

⑤�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
五
）」、『
日
本
文
学
研
究
』
第
三
一
号
、
梅
光
女
学

院
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
九
六
年
一
月
二
〇
日

⑥�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
六
）
―
享
保
十
四
年
〜
二
十
年
―
」、『
広
島
大
学

文
学
部
紀
要
』
第
五
六
巻
特
輯
号
一
、
広
島
大
学
文
学
部
、
一
九
九
六
年

一
二
月
二
〇
日

⑦�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
七
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第

六
四
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
四
年
一
二
月
二
五
日
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⑧�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
八
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第

六
五
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
五
年
一
二
月
二
五
日

⑨�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
九
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第

六
七
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
七
年
一
二
月
二
五
日

⑩�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第

六
八
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
二
五
日

⑪�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
一
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
六
九
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
〇
九
年
一
二
月
二
五
日

⑫�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
二
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
七
〇
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
二
五
日

⑬�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
三
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
七
二
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
二
年
一
二
月
二
五
日

⑭�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
四
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
七
三
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
二
五
日

⑮�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
五
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
七
五
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
五
年
一
二
月
二
五
日

⑯�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
六
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
七
六
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
六
年
一
二
月
二
五
日

⑰�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
七
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
七
七
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
七
年
一
二
月
二
五
日

⑱�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
八
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
七
八
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
八
年
一
二
月
二
五
日

⑲�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
十
九
）」、『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』

第
七
九
巻
、
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
二
五
日

⑳�　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
二
十
）」、『
鯉
城
往
来
』
第
二
二
号
、
広
島
近
世
文

学
研
究
会
、
二
〇
二
〇
年
一
月
三
〇
日

　

ま
た
、
信
遍
に
関
す
る
以
下
の
別
稿
の
参
照
を
願
う
場
合
は
、
頭
記
の
符
号

と
と
も
に
言
及
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

ア�　
「
九
州
大
学
萩
野
文
庫
蔵
『
成
島
信
遍
集
』
―
翻
刻
と
解
題
―
」、『
文
献

探
究
』
第
一
三
号
、
文
献
探
究
の
会
、
一
九
八
三
年
一
二
月
二
五
日

イ�　
「
三
つ
の
『
三
世
の
な
み
』
―
成
島
信
遍
家
集
の
成
立
―
」、『
文
献
探
究
』

第
一
五
号
、
文
献
探
究
の
会
、
一
九
八
五
年
二
月
二
五
日

ウ�　
「
江
戸
冷
泉
門
と
成
島
信
遍
」、『
近
世
文
芸
』
第
四
四
号
、
日
本
近
世
文

学
会
、一
九
八
六
年
六
月
一
〇
日
（
拙
著
『
近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
研
究
』〈
翰

林
書
房
、
二
〇
〇
三
年
二
月
二
八
日
〉
に
収
録
）

エ�　
「
川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』（
上
）
―
翻
刻
と
解
題
―
」、『
日

本
文
学
研
究
』
第
二
六
号
、
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
九
〇
年

一
一
月
一
日

オ�　
「
川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』（
中
）
―
翻
刻
と
解
題
―
」、『
日

本
文
学
研
究
』
第
二
七
号
、
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
九
一
年

一
一
月
一
日

カ�　
「
川
崎
池
上
家
『
京
進
書
札
留
』
抜
書
―
冷
泉
門
人
池
上
幸
豊
の
四
十
年
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―
」、『
近
世
文
芸
』
第
五
六
号
、
日
本
近
世
文
学
会
、
一
九
九
二
年
七
月

一
〇
日
（『
近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
研
究
』
に
収
録
）

キ�　
「
川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』（
下
）
―
翻
刻
と
解
題
―
」、『
日

本
文
学
研
究
』
第
二
八
号
、
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
九
二
年

一
一
月
一
日

ク�　
「
川
越
市
立
図
書
館
蔵
『
芙
蓉
楼
玉
屑
』（
続
）
―
解
題
―
」、『
日
本
文
学

研
究
』
第
二
九
号
、
梅
光
女
学
院
大
学
日
本
文
学
会
、
一
九
九
三
年
一
一
月

一
日

ケ�　
「
成
島
信
遍
の
対
俳
壇
教
訓
」、『
雅
俗
』
第
五
号
、
雅
俗
の
会
、
一
九
九
八

年
一
月
一
〇
日

コ�　
「
近
世
冷
泉
派
歌
人
と
し
て
の
池
上
幸
豊
」、『
大
江
戸
マ
ル
チ
人
物
伝　

池
上
太
郎
左
衛
門
幸
豊
』、
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
、
二
〇
〇
〇
年
二

月
二
六
日
（『
近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
研
究
』
に
一
部
収
録
）

サ�　
「
成
島
家
歴
代
の
立
場
―
乾
照
夫
氏
「
幕
末
期
の
成
島
柳
北
」
に
寄
せ
て

―
」、『
鯉
城
往
来
』
第
三
号
、
広
島
近
世
文
学
研
究
会
、
二
〇
〇
〇
年
一
〇

月
三
一
日

シ�　
「
幕
臣
成
島
信
遍
と
江
戸
文
壇
」、『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』第
七
四
巻
三
号
、

至
文
堂
、
二
〇
〇
九
年
三
月
一
日

　

以
下
、
続
稿
を
掲
載
す
る
に
当
っ
て
は
、
直
前
の
「
年
譜
稿
」
に
記
載
し
た

年
譜
事
項
の
み
を
挙
げ
、
せ
め
て
も
の
便
宜
と
し
た
い
。
今
回
は
拙
稿
⑳
が
該

当
す
る
。

　
　
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
二
十
）」
の
事
項

延
享
二
年　

乙
丑　

一
七
四
五　
　

五
十
七
歳

　
　
（
承
前
）

○�　

九
月
二
十
七
日
、
本
丸
で
深
見
新
兵
衛
と
対
談
、
御
小
納
戸
に
あ
っ
た
書

物
の
扱
い
に
つ
き
協
議
す
る
。
ま
た
、
九
月
二
十
三
日
に
借
用
し
た
長
持
と

箱
釣
台
を
書
物
方
に
返
却
す
る
。（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
八
）

○�　

九
月
二
十
九
日
、
書
物
に
つ
い
て
、
西
丸
で
深
見
新
兵
衛
と
対
談
す
る
。

（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
八
）

○�　

秋
、
田
沼
意
行
の
『
意
行
詠
草
』（
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
）
を
編
む
。

○�　

十
月
二
十
三
日
、
御
小
納
戸
よ
り
返
却
さ
れ
た
書
籍
の
目
録
に
つ
き
、
深

見
新
兵
衛
と
対
談
す
る
。（『
幕
府
書
物
方
日
記
』
十
八
）

○�　

十
一
月
十
四
日
、
小
田
切
治
大
夫
よ
り
「
孔
叢
子
」
を
預
か
る
。（『
幕
府

書
物
方
日
記
』
十
八
）

△�　

十
一
月
、『
南
郭
先
生
文
集
』
三
編
刊
行
。「
贈
鳴
帰
徳
序
」（
巻
五
）
と
「
報

田
兼
山
」（
巻
十
）
に
信
遍
に
関
す
る
記
事
あ
り
。

○　

十
二
月
六
日
、「
五
常
解
」（『
芙
蓉
楼
玉
屑
』
所
収
）
を
著
す
。

○　

閏
十
二
月
朔
日
、「
東
方
農
準
解
」
を
著
す
。

○�　

閏
十
二
月
十
日
、
巨
勢
伊
豆
守
よ
り
の
書
物
返
却
を
取
り
次
ぐ
。（『
幕
府

書
物
方
日
記
』
十
八
）
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○�　

こ
の
年
、
五
女
功
、
池
上
幸
政
の
養
女
と
な
る
か
。（『
全
集
』
巻
十
所
収

「
梅
崎
み
た
ま
の
記
」）

　

次
か
ら
が
「
成
島
信
遍
年
譜
稿
（
二
十
一
）」
の
記
述
と
な
る
。

延
享
三
年
　
丙
寅
　
一
七
四
六
　
　
五
十
八
歳

○�

　
正
月
二
十
一
日
、「
郢
曲
」
一
巻
を
差
上
げ
る
よ
う
に
と
の
巨
勢
伊
豆
守

か
ら
の
指
示
に
関
し
、
事
情
説
明
の
手
紙
を
川
口
頼
母
に
出
す
。（「
御
書
物

方
日
記
」
第
三
十
冊
）

　

国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
蔵
「〔
御
書
物
方
〕
日
記
」
の
翻
刻
は
、
東
京
大

学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
近
世
史
料　

幕
府
書
物
方
日
記
』
十
八
（
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
八
八
年
）
を
最
後
に
刊
行
が
途
絶
し
て
い
る
。
よ
っ
て
延
享

三
年
以
降
の
記
事
は
、
原
本
か
公
開
さ
れ
た
画
像
を
見
て
解
読
す
る
し
か
な

い
。
以
下
、
画
像
に
基
づ
い
て
適
宜
本
文
を
翻
字
し
て
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

典
拠
と
し
て
掲
げ
る
資
料
名
は
「
御
書
物
方
日
記
」
と
し
、
当
該
の
冊
数
を
添

え
る
。
延
享
三
年
正
月
か
ら
六
月
ま
で
は
第
三
十
冊
、
七
月
か
ら
十
二
月
ま
で

は
第
三
十
一
冊
と
な
る
。

　

正
月
二
十
一
日
に
次
の
記
事
が
あ
る
。
漢
字
は
通
行
の
字
体
に
改
め
、「
ニ
」

「
ハ
」「
ミ
」「
江
」
な
ど
は
平
仮
名
と
し
、適
宜
句
読
点
・
濁
点
な
ど
を
補
う
。

　
　

�

肥
前
守
殿
よ
り
御
用
有
之
由
申
来
、
罷
出
候
処
、
土
岐
佐
（
マ
マ
）兵
衛
佐
え
致
対

談
候
様
被
仰
渡
、
佐
（
マ
マ
）兵

衛
佐
被
申
聞
候
は
、
楽
書
之
類
之
内
、
朗
詠
な
ど

に
鈔
を
さ
し
候
御
書
物
有
之
候
様
に
被
覚
候
、
吟
味
い
た
し
、
今
日
に
て

も
明
日
に
て
も
差
出
候
様
に
被
仰
渡
候
。
依
之
罷
帰
候
処
、
即
刻
伊
豆
守

殿
よ
り
、
御
引
移
之
時
分
御
預
ケ
成
候
郢
曲
一
巻
、
只
今
差
上
候
様
に
申

来
、
此
節
成
島
道
筑
よ
り
手
紙
相
添
、
先
刻
佐
（
マ
マ
）兵

衛
佐
被
申
聞
候
、
抄
を

さ
し
候
楽
書
之
義
、
右
郢
曲
に
て
相
済
候
由
、
申
来
候
。
右
御
書
物
即
刻

持
参
、
伊
豆
守
え
差
出
之
。

　
　

十
二
番　
　
　
　
　
　
　
　

寅
八
月
二
日
下
ル

　
　
　

乁
郢
曲　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
巻　

筥
入

　
　
　
　
　
　
　
　

添
書
一
通
附

　
　
　
　
　
　

花
色
純
子
、
糸
萌
黄

　
「
肥
前
守
」
は
、
西
丸
に
勤
め
る
御
側
衆
の
松
平
肥
前
守
忠
根
。「
土
岐
佐
（
マ
マ
）兵

衛
佐
」
は
、
や
は
り
西
丸
の
吉
宗
に
小
姓
と
し
て
仕
え
る
土
岐
左
兵
衛
佐
朝
直

で
あ
る
。
こ
の
日
の
詰
番
で
あ
る
書
物
奉
行
川
口
頼
母
が
松
平
忠
根
か
ら
の
御

用
呼
び
出
し
を
受
け
て
西
丸
へ
出
向
き
、
土
岐
朝
直
と
対
談
す
る
よ
う
指
示
さ

れ
て
会
う
こ
と
と
な
る
。朝
直
の
用
件
は
、「
朗
詠
な
ど
に
鈔
を
さ
し
候
御
書
物
」

を
差
し
出
す
よ
う
に
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
す
ぐ
に
「
伊
豆
守
」
即
ち
西
丸

の
御
側
衆
巨
勢
伊
豆
守
至
信
か
ら
、
前
年
の
本
丸
か
ら
西
丸
へ
の
引
移
り
の
際

に
書
物
方
に
預
け
た
「
郢
曲
一
巻
」
を
差
し
出
す
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
。
実

は
こ
れ
こ
そ
が
土
岐
朝
直
の
い
う
書
物
に
該
当
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
事
情

を
説
明
す
る
た
め
に
信
遍
が
書
状
を
認
め
た
と
い
う
経
緯
で
あ
る
。
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な
お
、「
郢
曲
」
に
関
す
る
記
載
の
う
ち
、「
寅
八
月
二
日
下
ル
」
の
「
寅
」

は
「
丑
」
の
誤
り
か
と
推
測
さ
れ
る
。
延
享
二
年
の
八
月
初
旬
頃
に
は
、
移
徙

を
前
に
し
て
奥
か
ら
書
物
方
へ
の
書
籍
の
返
却
が
夥
し
い
数
に
上
り
、
煩
瑣
を

極
め
る
点
検
作
業
に
は
信
遍
の
知
見
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。八
月
三
日
条
に
は
、

詰
番
深
見
新
兵
衛
が
松
平
肥
前
守
忠
根
か
ら
「
段
々
御
書
物
下
リ
候
間
、
道
筑

申
合
請
取
候
様
ニ
可
致
候
」
と
、
名
指
し
で
信
遍
の
助
力
を
乞
う
よ
う
指
示
を

受
け
た
こ
と
が
記
さ
れ
る
（
拙
稿
⑲
参
照
）。「
御
引
移
之
時
分
御
預
ケ
成
候
郢

曲
一
巻
」
と
あ
る
の
だ
か
ら
、
こ
の
時
に
書
物
方
へ
も
た
ら
さ
れ
た
と
考
え
る

の
が
当
然
で
あ
り
、
十
二
年
前
の
寅
年
（
享
保
十
九
年
、
一
七
三
四
）
を
指
す

と
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、『
幕
府
書
物
方
日
記
』
の
延

享
二
年
八
月
二
日
条
に
は
「
郢
曲
」
の
書
名
は
な
い
。
す
べ
て
の
書
物
の
出
納

を
厳
密
に
記
録
す
る
の
は
そ
も
そ
も
無
理
で
あ
っ
た
か
、
あ
る
い
は
「
八
月
二

日
」が
誤
認
の
産
物
な
の
か
、い
ず
れ
と
も
判
断
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

△�

　
三
月
二
十
二
日
、
冷
泉
為
村
、
御
暇
乞
と
し
て
桜
町
天
皇
主
催
の
禁
裏
当

座
御
会
に
出
席
、
二
十
七
日
に
烏
丸
光
栄
と
と
も
に
京
を
発
し
、
江
戸
に
下

向
す
る
。（『
扶
桑
残
玉
集
』
巻
四
「
東
行
記
」、『
烏
丸
大
納
言
光
栄
卿
御
紀

行
』
他
）

　

寛
保
元
年
（
一
七
四
一
）
の
為
久
薨
去
の
後
、
長
ら
く
冷
泉
家
当
主
と
の
面

晤
の
機
会
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
信
遍
達
江
戸
冷
泉
派
歌
人
に
と
っ
て
、
後
嗣
の

為
村
が
師
と
仰
ぐ
烏
丸
光
栄
と
と
も
に
家
重
の
将
軍
継
統
の
賀
使
と
し
て
江
戸

下
向
を
果
た
し
た
延
享
三
年
は
、
為
久
に
よ
っ
て
確
立
さ
れ
た
江
戸
冷
泉
門
の

発
展
を
一
層
強
固
に
す
る
重
要
な
転
機
と
映
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
年
の
為

村
・
光
栄
下
向
に
関
わ
る
記
録
を
多
く
の
諸
書
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の

も
、
そ
れ
だ
け
地
下
歌
人
達
の
関
心
が
高
か
っ
た
か
ら
に
他
な
る
ま
い
。
す
で

に
拙
稿
「
冷
泉
家
の
歴
史
（
二
十
二
）
為
村
（
中
）」（「
し
く
れ
て
い
」
七
二
号
、

二
〇
〇
〇
年
四
月
二
〇
日
）
に
お
い
て
こ
の
折
の
江
戸
下
向
の
概
略
と
そ
の
意

義
に
触
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
必
要
最
小
限
の
記
述
に
留
め
る
が
、
こ
の

旅
程
の
詳
細
は
、
江
戸
で
の
信
遍
と
の
接
点
を
明
確
に
す
る
点
で
必
要
な
情
報

と
な
る
の
で
、
い
さ
さ
か
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
す
る
。　

　

下
向
記
録
は
大
ま
か
に
い
っ
て
次
の
よ
う
な
項
目
か
ら
成
る
。

　
　

ア　

延
享
三
年
三
月
二
十
二
日
開
催
の
禁
裏
当
座
歌
会

　
　

イ　

光
栄
の
東
行
記
（
復
路
を
含
む
場
合
あ
り
）

　
　

ウ　

為
村
の
東
行
記
（
復
路
を
含
む
場
合
あ
り
）

　
　

エ　

為
村
の
江
戸
滞
在
記
事

　
　

オ　

四
月
十
九
日
「
卯
月
郭
公
」
題
当
座
歌
会

　

こ
の
う
ち
、
イ
に
つ
い
て
は
、
中
川
豊
氏
編
『
烏
丸
光
栄
関
係
資
料
集
』（
古

典
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
三
月
二
〇
日
）
に
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
烏
丸
大
納
言
光

栄
卿
御
紀
行
』（
光
栄
自
筆
）
の
翻
字
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
諸
本
の
紹
介
や

先
行
研
究
へ
の
言
及
な
ど
を
含
む
周
到
な
解
説
が
付
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ

で
改
め
て
全
編
に
わ
た
っ
て
検
討
を
加
え
る
こ
と
は
し
な
い
。

　

以
下
、
為
村
に
関
わ
る
資
料
を
中
心
に
、
調
査
済
み
の
諸
書
の
内
容
を
概
観

す
る
が
、
ア
〜
オ
の
種
別
を
説
明
の
基
準
と
し
た
い
。
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１�　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
扶
桑
残
玉
集
』
巻
四
所
収
「
う
ち
出
の
浜
」（
烏
丸

光
栄
）・「
東
行
記
」（
冷
泉
為
村
）

　
「
う
ち
出
の
浜
」
は
イ
を
収
め
る
。
三
月
二
十
七
日
の
京
出
立
か
ら
四
月

十
五
日
に
品
川
宿
に
立
ち
寄
っ
て
迎
え
の
使
者
と
合
流
す
る
ま
で
の
東
海
道
経

由
の
往
路
と
、
五
月
二
日
の
板
橋
か
ら
十
四
日
の
京
帰
着
ま
で
の
中
山
道
経
由

の
復
路
の
紀
行
。「
東
行
記
」
は
ア
、
ウ
、
エ
、
オ
に
該
当
し
、
ウ
は
東
海
道

経
由
の
往
路
の
み
で
あ
る
。

２�　

東
北
大
学
附
属
図
書
館
狩
野
文
庫
蔵
『
冷
泉
余
瀝
』
坤
所
収
「
禁
裡
御
暇

和
歌
当
座　

光
栄
為
村
両
卿
御
餞
別
」「
烏
丸
光
栄
卿
東
行
記　

為
村
卿
同

時
」「
冷
泉
為
村
卿
関
東
下
向
之
詠
歌
」「
為
村
卿
江
戸
旅
館
当
座
和
歌
」

　
「
禁
裡
御
暇
和
歌
当
座　

光
栄
為
村
両
卿
御
餞
別
」
は
ア
。「
烏
丸
光
栄
卿
東

行
記　

為
村
卿
同
時
」
は
イ
で
、
往
復
の
道
の
記
。
た
だ
し
、
１
に
は
備
わ
っ

た
五
月
二
日
分
の
記
事
が
な
く
、
三
日
朝
に
鴻
巣
を
発
つ
と
こ
ろ
か
ら
記
述
が

始
ま
る
。「
冷
泉
為
村
卿
関
東
下
向
之
詠
歌
」
は
ウ
に
該
当
し
、
わ
ず
か
に
エ

の
江
戸
滞
在
中
の
和
歌
を
含
む
。
東
海
道
経
由
の
復
路
の
詠
も
あ
る
。「
為
村

卿
江
戸
旅
館
当
座
和
歌
」
は
オ
。

３　

龍
谷
大
学
図
書
館
蔵
『
東
日
記
』

　

ウ
（
往
復
路
）、
エ
、
オ
を
含
む
。
当
該
記
事
の
末
尾
に
「
五
月
十
二
日
御

上
着
御
道
記
終
」
と
あ
り
、
具
体
的
な
日
程
の
記
載
が
ほ
と
ん
ど
な
い
為
村
の

道
の
記
と
し
て
は
珍
し
く
、
京
帰
着
の
日
が
明
記
さ
れ
る
。

４　

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
蔵
『
為
村
卿
関
東
和
歌
』

　

ア
、
ウ
（
往
路
の
み
）、
エ
、
オ
か
ら
成
る
。
末
尾
に
、

　
　
　

御
旅
館
に
て
帰
京
の
時　
　
　

冷
泉
三
位
為
村

　
　

朝
露
の
お
き
て
出
た
つ
旅
ま
く
ら
む
す
び
な
れ
に
し
名
残
を
ぞ
思
ふ

　
　

や
が
て
と
く
都
の
つ
て
に
告
や
ら
む
海
山
や
す
く
か
へ
り
つ
き
ぬ
と

の
二
首
を
掲
げ
る
の
は
珍
し
い
。

５　

刈
谷
市
立
刈
谷
図
書
館
村
上
文
庫
蔵
『
蓬
蘆
雑
抄
』
所
収
「
東
の
紀
行
」

　

�

ウ
（
往
復
路
）、エ
、オ
か
ら
成
る
。
た
だ
し
、オ
は
戸
田
氏
房
・
巨
勢
至
信
・

巨
勢
利
啓
・
磯
野
政
武
の
四
首
の
み
。

６　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
片
玉
集
後
集
』
巻
九
十
八
「
冷
泉
宗
匠
家
御
詠
」

　

ウ
（
往
路
の
み
）、
エ
か
ら
成
る
。

７　

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
『
片
玉
集
前
集
』
巻
三
十
六
「
和
歌
留
」

　

エ
の
う
ち
、
信
遍
・
為
村
贈
答
歌
二
首
（
後
述
）
の
み
が
収
め
ら
れ
る
。

８�　

国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
『
冷
泉
為
村
卿
詠
作
類
聚
』
第
一
所
収
「
延
享
三

年
関
東
下
向
」

　

ウ
（
往
路
）
の
一
部
、
オ
の
為
村
詠
を
収
め
る
。

９�　

川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
池
上
家
文
書
蔵
『
宗
匠
家
御
詠
歌　

一
』『
宗

匠
家
御
詠
歌　

三
』

　

一
の
「
延
享
三
寅
四
月
為
村
卿
関
東
下
向
」
に
ウ
（
往
路
）、
エ
、
三
に
享

保
二
十
年
以
来
の
為
久
江
戸
下
向
記
録
を
受
け
継
ぐ
形
で
「
冷
泉
宰
相
為
村
卿

関
東
下
向
旅
中
之
詠
歌
」
と
し
て
ウ
（
往
路
・
復
路
の
一
部
）、
エ
、
及
び
オ

の
為
村
詠
を
収
め
る
。

　

三
月
二
十
七
日
の
出
発
に
先
立
っ
て
二
十
二
日
に
催
さ
れ
た
禁
裏
当
座
御
会



七

広島大学文学部論集　第80巻7

は
、
勅
題
、
即
ち
桜
町
天
皇
の
出
題
で
、
天
皇
の
他
、
三
条
西
実
称
、
飛
鳥
井

雅
豊
、
冷
泉
為
村
、
柳
原
光
綱
、
烏
丸
光
胤
、
庭
田
重
熙
、
武
者
小
路
実
岳
、

芝
山
重
豊
、
烏
丸
光
栄
が
出
詠
し
た
。
１
の
「
東
行
記
」
の
本
文
に
従
い
、
桜

町
天
皇
、
為
村
、
光
栄
の
作
を
掲
げ
る
。

　
　
　

躑
躅

　
　

つ
ゝ
じ
咲
は
や
し
の
木
陰
く
れ
な
ゐ
に
い
ま
も
紅
葉
を
た
く
か
と
や
見
ん

　
　
　

松
上
藤　
　
　
　
　
　
　
　
　

冷
泉
為
村

　
　

け
ふ
さ
ら
に
深
き
恵
み
の
色
そ
へ
て
あ
か
ず
み
か
き
の
松
の
藤
浪

　
　
　

旅
祝
言　
　
　
　
　
　
　
　
　

烏
丸
光
栄

　
　

あ
ふ
ぐ
ぞ
よ
三
た
び
出
立
東
路
の
往
来
も
や
す
く
お
さ
ま
れ
る
よ
を

　

な
お
、
２
の
「
禁
裡
御
暇
和
歌
当
座　

光
栄
為
村
両
卿
御
餞
別
」
で
は
、
桜

町
天
皇
の
作
の
結
句
が
「
た
く
か
と
ぞ
み
る
」
と
あ
り
、
静
嘉
堂
文
庫
蔵
『
御

歌
会
集
』
巻
二
十
五
の
「
延
享
三
年
三
月
廿
二
日
当
座
御
会
」
で
は
天
皇
詠
の

題
が
「
躑
躅
紅
」
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、
資
料
に
よ
っ
て
小
異
が
あ
る
。

　

二
十
七
日
の
出
立
以
降
の
旅
の
実
態
は
、『
烏
丸
大
納
言
光
栄
卿
御
紀
行
』

に
明
ら
か
で
あ
る
。
拙
稿
「
冷
泉
家
の
歴
史
（
二
十
二
）
為
村
（
中
）」
で
述

べ
た
通
り
、為
村
の
記
述
は
断
片
的
で
、旅
程
を
辿
る
に
十
分
な
情
報
が
な
い
。

光
栄
の
紀
行
に
依
り
、
為
村
と
の
関
係
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
記
述
を
取
り
上

げ
て
お
き
た
い
。

　

京
を
出
立
し
た
三
月
二
十
七
日
は
草
津
泊
、
二
十
八
日
は
坂
の
下
、
二
十
九

日
は
桑
名
、
四
月
朔
日
は
熱
田
の
宮
、
二
日
は
赤
坂
、
三
日
は
新
居
、
四
日
は

掛
川
と
順
調
に
進
ん
だ
が
、
五
日
は
府
中
を
目
指
す
も
の
の
、
安
倍
川
の
増
水

に
阻
ま
れ
て
鞠
子
に
泊
ま
り
、翌
六
日
も
鞠
子
で
足
止
め
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。

そ
の
六
日
の
記
事
の
末
尾
を
掲
げ
る（『
烏
丸
光
栄
関
係
資
料
集
』一
二
四
頁
）。

句
読
点
・
濁
点
を
打
ち
直
し
、
歌
番
号
を
省
き
、
１
の
「
う
ち
出
の
浜
」
の
本

文
に
従
っ
て
一
部
翻
字
を
改
め
た
（
注
記
参
照
）。

　
　

�（
前
略
）
長
き
日
を
な
が
め
く
ら
す
に
、
右
兵
衛
督
の
も
と
よ
り
、
此
あ

い
だ
の
詠
吟
な
を
し
つ
け
よ
と
て
、
大
津
よ
り
は
じ
め
、
こ
の
ま
り
こ
ま

で
の
歌
廿
五
首
に
そ
へ
て
、

　
　
　

旅
の
や
ど
長
〳
〵
し
日
の
雨
の
中
に
ま
す
河
水
の
お
つ
る
を
ぞ
ま
つ

　
　

�

か
く
い
ひ
を
く
ら
れ
し
、
な
さ
け
ふ
か
く
ぞ
お
ぼ
ゆ
る
。
と
り
〴
〵
お
も

し
ろ
く
思
ひ
給
ふ
る
よ
し
を
こ
た
ふ
。

　
　
　

は
れ
ま
ゝ
つ
宿
ぞ
い
ぶ
せ
き
か
ち
人
の
わ
た
り
絶
ぬ
る
雨
の
河
辺
に

　
　
　

�

旅
の
や
ど
そ
ぼ
ふ
る
雨
の
つ
れ
〴
〵
も
な
ぐ
さ
む
千
々
の
露
の
こ
と
の

は

　
　

は
や
く
丙
丁
に
つ
け
ら
る（
注
）べ
き
よ
し
を
ぞ
い
ひ
を
く
り
ぬ
る
。

　
　
　

注�　
『
烏
丸
光
栄
関
係
資
料
集
』
は
「
つ
け
く
る
」
と
翻
字
す
る
が
、「
つ

け
く
る
」
で
は
文
脈
が
通
ら
な
い
。「
つ
け
ら
る
」
に
光
栄
の
為
村

に
対
す
る
敬
意
を
表
わ
し
た
と
見
る
べ
き
で
、「
く
」
は
「
ら
」
を

誤
読
し
た
も
の
と
判
断
し
、「
う
ち
出
の
浜
」
に
よ
っ
て
改
め
る
。

　

こ
の
記
述
に
よ
り
、
ウ
に
見
え
る
為
村
の
道
中
詠
が
光
栄
の
添
削
指
導
を
経

て
い
る
こ
と
が
ま
ず
知
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
為
村
の
「
旅
の
や
ど
」
歌
は
、
安

倍
川
の
水
量
が
落
ち
る
こ
と
を
願
う
と
と
も
に
、
光
栄
の
添
削
の
墨
が
詠
草
の

上
に
落
ち
る
こ
と
を
冀
う
趣
旨
で
あ
り
、
そ
の
為
村
の
気
持
ち
を
汲
ん
だ
光
栄
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が
「
な
さ
け
ふ
か
く
ぞ
お
ぼ
」
え
た
こ
と
も
明
ら
か
と
な
る
。
光
栄
は
為
村
の

詠
歌
を
「
つ
れ
〴
〵
も
な
ぐ
さ
む
千
々
の
露
の
こ
と
の
は
」
に
た
と
え
て
褒
め

る
が
、
あ
く
ま
で
も
非
公
式
の
返
答
と
し
て
人
目
に
触
れ
る
の
を
避
け
る
つ
も

り
か
、
火
中
に
投
じ
る
よ
う
為
村
に
言
い
送
る
。
親
子
ほ
ど
に
年
の
離
れ
た
光

栄
と
為
村
の
、
互
い
を
尊
重
し
合
う
関
係
が
印
象
的
な
一
節
で
あ
る
。

　

七
日
は
安
倍
川
を
渡
っ
て
江
尻
に
宿
り
、
八
日
は
富
士
川
の
増
水
の
た
め
蒲

原
に
足
止
め
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
九
日
も
同
様
で
、
さ
す
が
に
滞
留
に
飽
き

飽
き
し
て
光
栄
も
為
村
も
宿
近
く
の
海
岸
に
出
る
。

　
　

�

侍
従
三
位
も
つ
れ
〴
〵
な
ぐ
さ
め
む
と
、
こ
の
は
ま
べ
に
出
て
あ
み
ひ
か

せ
て
興
ぜ
ら
る
。
程
ち
か
け
れ
ば
、
た
ち
よ
り
て
此
ほ
ど
の
う
さ
を
ぞ
か

た
ら
ふ
。（『
烏
丸
光
栄
関
係
資
料
集
』
一
二
六
〜
一
二
七
頁
）

　

蒲
原
の
海
岸
で
網
引
を
見
物
し
な
が
ら
語
り
合
う
光
栄
と
為
村
の
姿
が
何
と

も
侘
し
げ
で
お
か
し
い
。
二
人
が
蒲
原
を
発
っ
て
富
士
川
を
渡
る
こ
と
が
で
き

た
の
は
十
一
日
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
は
沼
津
に
泊
ま
り
、
十
二
日
は
小
田
原
、

十
三
日
は
戸
塚
、
十
四
日
は
川
崎
と
宿
り
を
重
ね
て
、
十
五
日
は
「
け
ふ
も
夜

を
こ
め
て
や
ど
り
を
た
ち
、
品
が
は
の
駅
に
こ
し
を
と
ゞ
む
れ
ば
、
む
か
ひ
に

と
て
来
り
。」（『
烏
丸
光
栄
関
係
資
料
集
』
一
三
一
頁
）
と
あ
っ
て
、
恐
ら
く

は
幕
府
側
の
使
者
に
出
迎
え
ら
れ
て
江
戸
入
り
を
果
た
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

こ
れ
以
降
の
往
路
の
記
事
は
な
い
。

○�

　
四
月
八
日
、
深
見
新
兵
衛
へ
書
状
を
遣
す
。（「
御
書
物
方
日
記
」
第
三
十

冊
）

　
　

�

成
島
道
筑
方
よ
り
一
封
差
越
候
に
付
、
致
披
見
候
へ
ば
、
新
兵
衛
方
え
之

状
に
候
。
依
之
、
則
黒
鍬
出
祓
に
而
、
新
兵
衛
方
へ
為
持
遣
し
候
。

　

こ
の
日
の
詰
番
は
小
田
切
治
大
夫
で
あ
っ
た
。黒
鍬
者
が
出
払
っ
て
い
た
が
、

小
田
切
の
指
示
で
書
状
は
無
事
新
兵
衛
に
届
け
ら
れ
た
ら
し
い
。
深
見
新
兵
衛

に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
用
件
で
書
状
を
差
し
出
し
た
の
か
は
、
こ
の
時
点
で
は

不
明
で
あ
る
が
、
四
月
十
一
日
の
記
事
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
る
。

○�

　
四
月
十
一
日
、
加
賀
前
田
家
に
献
ぜ
ら
れ
た
「
飲
膳
正
要
」
に
つ
い
て
の

八
日
付
の
調
査
報
告
と
添
え
状
が
書
物
奉
行
深
見
新
兵
衛
に
も
た
ら
さ
れ

る
。（「
御
書
物
方
日
記
」
第
三
十
冊
）

　
　

�

飲
膳
正
要
、
松
平
加
賀
守
殿
写
献
之
、
年
比
相
知
不
申
候
に
付
、
先
達
而

土
岐
左
兵
衛
佐
え
、
道
筑
ヲ
以
、
承
度
由
申
達
候
之
処
、
当
八
日
相
知
候

由
に
而
、
左
之
通
書
付
一
通
、
道
筑
よ
り
手
紙
相
添
、
御
蔵
迄
被
越
候
間
、

今
日
御
目
録
下
番
に
年
号
書
加
申
候
。
近
日
御
小
納
戸
御
目
録
に
書
加
可

申
候
。

　
　
　

道
筑
よ
り
差
越
候
書
付
、
左
之
通
。

　
　
　
　

飲
膳
正
要

　
　
　
　

�

元
文
二
年
巳
正
月
十
六
日
、
松
平
加
賀
守
え
書
写
差
上
候
様
に
被
仰

付
、
同
三
月
十
三
日
献
之
。

　
　

右
之
書
付
、
并
道
筑
手
紙
一
包
に
致
し
、
右
号
に
入
置
之
。

　
「
松
平
加
賀
守
」
は
、
利
家
か
ら
数
え
て
六
代
目
の
前
田
家
当
主
吉
徳
で
あ
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る
。
享
保
八
年
六
月
十
五
日
に
若
狭
守
か
ら
加
賀
守
に
改
め
る
（「
寛
政
重
修

諸
家
譜
」
巻
一
一
三
一
）。
末
尾
に
添
え
ら
れ
た
書
付
に
よ
れ
ば
、
元
文
二
年

正
月
十
六
日
に
、
吉
徳
に
「
飲
膳
正
要
」
の
写
本
を
献
じ
る
よ
う
書
物
方
に
命

が
下
り
、
三
月
十
三
日
に
献
じ
た
と
い
う
。
そ
の
経
緯
を
土
岐
左
兵
衛
佐
に
問

い
合
わ
せ
、
そ
の
回
答
を
得
る
に
あ
た
り
、
い
ず
れ
も
信
遍
が
関
与
し
た
こ
と

を
示
す
内
容
で
あ
る
。

　

ち
な
み
に
、『
大
日
本
近
世
史
料　

幕
府
書
物
方
日
記
』
十
三
の
元
文
二
年

正
月
十
六
日
条
・
三
月
十
三
日
条
の
い
ず
れ
に
も
、
当
該
記
事
は
見
当
た
ら
な

か
っ
た
。

○�

　
四
月
十
五
日
以
降
十
九
日
ま
で
の
間
に
、
冷
泉
為
村
と
面
会
し
、
為
村
に

「
和
歌
の
浦
や
」
歌
を
贈
り
、為
村
よ
り
「
三
代
か
け
て
」
歌
を
返
さ
れ
る
。

�

（『
扶
桑
残
玉
集
』
巻
四
「
東
行
記
」
他
）

　

四
月
十
五
日
に
品
川
で
出
迎
え
ら
れ
、
十
九
日
に
信
遍
達
と
当
座
歌
会
を
催

す
ま
で
、
為
村
が
江
戸
で
ど
の
よ
う
な
日
々
を
送
っ
た
か
は
判
然
と
し
な
い
。

石
野
政
雄
氏
「
近
世
堂
上
派
随
想
」（
三
古
会
編
『
近
世
の
学
芸
―
史
伝
と
考

證
―
』〈
八
木
書
店
、
一
九
七
六
年
三
月
一
五
日
〉
所
収
）
に
も
、

　
　

�

九
代
将
軍
家
重
継
統
の
賀
使
と
し
て
、
烏
丸
光
栄
・
冷
泉
為
村
が
江
戸
に

下
向
し
た
。
将
軍
の
引
見
の
あ
っ
た
の
は
、
延
享
三
年
四
月
廿
日
で
あ
っ

た
。
道
筑
は
こ
の
日
に
や
や
さ
き
だ
っ
て
、
は
じ
め
て
新
宗
匠
為
村
卿
と

対
面
し
た
。（
三
二
二
頁
）

と
あ
る
の
み
で
、
日
付
を
特
定
す
る
に
足
る
情
報
は
伝
わ
ら
な
い
ら
し
い
。
念

の
た
め
、
三
月
二
十
二
日
の
為
村
・
光
栄
禁
裏
御
会
参
加
の
条
で
掲
示
し
た
延

享
三
年
下
向
記
録
の
う
ち
、
エ
「
為
村
の
江
戸
滞
在
記
事
」
に
該
当
す
る
各
書

の
記
述
を
確
認
し
て
み
る
。
な
お
、
２
の
記
事
に
よ
り
、
将
軍
家
重
か
ら
の
問

い
に
答
え
る
形
で
為
村
が
富
士
賞
翫
詠
を
奉
呈
し
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
も
含
め
て
掲
げ
る
こ
と
と
す
る
。

１
「
東
行
記
」

　
　
　

富
士
賞
翫
詠

　
　

名
に
高
き
山
は
ふ
じ
の
ね
消
ぬ
が
う
へ
に
雪
も
い
く
世
々
降
重
ぬ
ら
ん

　
　

夏
か
け
て
降
か
の
こ
る
か
時
し
ら
ぬ
雪
を
高
ね
の
ふ
じ
の
芝
山

　
　
　

箱
根

　
　

ふ
も
と
よ
り
雨
ふ
り
出
て
箱
根
山
立
お
ほ
ふ
雲
の
奥
ぞ
を
ぐ
ら
き

　
　
　

成
島
道
筑
初
御
対
面
の
節
、
詠
進
和
歌

　
　

和
歌
の
浦
や
み
る
め
を
か
る
も
蜑
衣
重
ね
し
世
々
の
恵
と
ぞ
し
る

　
　
　

即
時
御
か
へ
し

　
　

三
よ
か
け
て
み
る
め
を
か
る
も
な
み
な
ら
ぬ
契
と
ぞ
思
ふ
わ
か
の
浦
人

２
「
冷
泉
為
村
卿
関
東
下
向
之
詠
歌
」

　
　
　

於
江
府
、
公
方
よ
り
詠
歌
御
た
づ
ね
に
つ
き
、
書
上
ら
れ
け
る
う
た

　
　

�
名
に
高
き
山
は
ふ
じ
の
ね
け
ぬ
が
う
へ
の
雪
も
い
く
世
々
ふ
り
か
さ
ぬ
ら

ん

３
『
東
日
記
』
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富
士
賞
翫
の
詠

　
　

名
に
た
か
き
山
は
ふ
じ
の
ね
け
ぬ
が
上
の
雪
も
い
く
世
々
降
重
ぬ
ら
む

　
　

夏
か
け
て
ふ
る
か
残
る
は
時
し
ら
ぬ
ゆ
き
を
高
根
の
ふ
じ
の
芝
山

　
　
　

箱
根

　
　

麓
よ
り
雨
ふ
り
出
て
箱
根
山
立
お
ほ
ふ
雲
の
お
く
ぞ
お
ぐ
ら
き

　
　
　

於
江
戸
、
成
島
道
筑
は
じ
め
て
御
対
面
の
折
、
詠
進

　
　

わ
か
の
浦
や
み
る
め
を
か
る
も
あ
ま
衣
重
ね
し
世
々
の
め
ぐ
み
と
も
（
マ
マ
）し

る

　
　
　

御
返
し

　
　

�

三
代
か
け
て
み
る
め
を
か
る
も
な
み
な
ら
ぬ
い
ろ
（
マ
マ
）と
ぞ
思
ふ
わ
か
の
浦
人

　
　
　
（
四
月
十
九
日
当
座
、
省
略
）

　
　
　

な
で
し
こ
を
送
り
し
返
し
に　
　
　
　

為
村
卿

　
　

手
に
と
り
て
見
る
に
ゑ
な
ら
ぬ
色
も
猶
折
人
か
ら
の
大
和
な
で
し
こ

　
　
　

�

巨
勢
和
州
御
旅
館
を
と
ぶ
ら
ひ
給
ふ
折
、
ほ
と
ゝ
ぎ
す
一
こ
え
お
と
づ

れ
け
れ
ば

　
　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
慰
め
よ
と
の
一
声
は
こ
ゝ
を
旅
と
も
お
も
わ
で
ぞ
き
く

　
　
　

御
旅
館
に
の
こ
し
給
ふ

　
　

朝
露
に
わ
（
マ
マ
）き
て
出
行
た
び
枕
む
す
び
馴
に
し
名
残
を
ぞ
と
（
マ
マ
）ふ

　
　

�

か
へ
り
な
ば
都
の
つ
と
（
マ
マ
）に
告
こ
さ
ん
海
山
や
す
く
け
ふ
は
越
ぬ
と

４
『
為
村
卿
関
東
和
歌
』

　
　
　

富
士

　
　

名
に
高
き
山
は
ふ
じ
の
根
消
ぬ
が
う
へ
の
雪
も
い
く
世
々
降
重
ぬ
ら
む

　
　

夏
か
け
て
降
か
残
る
か
時
し
ら
ぬ
雪
を
高
根
の
ふ
じ
の
芝
山

　
　
　

箱
根

　
　

麓
よ
り
雨
降
出
て
箱
根
山
た
ち
お
ほ
ふ
雲
の
奥
ぞ
を
ぐ
ら
き

　
　
　

武
州
に
て
成
島
道
筑
初
て
御
対
面
の
節
の
和
歌

　
　

和
歌
の
浦
や
み
る
め
を
か
る
も
蜑
衣
重
し
世
々
の
恵
と
ぞ
し
る

　
　
　

即
時
御
返
し　
　
　
　
　
　

冷
泉
三
位
為
村
卿

　
　

�

三
よ
か
け
て
み
る
め
を
か
る
も
な
み
な
ら
ぬ
契
り
と
ぞ
思
ふ
和
歌
の
う
ら

人

　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

御
旅
館
に
て
帰
京
の
時　
　
　

冷
泉
三
位
為
村

　
　

朝
露
の
お
き
て
出
た
つ
旅
ま
く
ら
む
す
び
な
れ
に
し
名
残
を
ぞ
思
ふ

　
　

や
が
て
と
く
都
の
つ
て
に
告
や
ら
む
海
山
や
す
く
か
へ
り
つ
き
ぬ
と

５
「
東
の
紀
行
」

　
　
　

遙
望
筑
波
山（
梅
上
山
光
明
寺
よ
り
／
眺
望
―
以
上
割
書〈
引
用
者
注
〉）

　
　

筑
波
根
は
み
る
程
遠
き
よ
そ
め
に
も
夫
と
や
し
る
く
葉
山
し
げ
山

　
　
　

御
殿
中
に
て
は
じ
め
て
御
対
顔
の
時　
　
　

戸
田
淡
路
守
氏
房

　
　

心
に
も
か
け
ず
は
何
と
あ
ふ
ひ
草
露
の
情
の
深
き
を
ぞ
し
る

　
　
　

御
返
し

　
　

か
け
そ
ひ
し
け
ふ
の
葵
の
こ
と
の
は
は
露
の
情
の
猶
増
り
け
り

　
　
　

御
旅
館
に
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巨
勢
大
和
守
利
啓

　
　

旅
衣
た
ち
か
へ
る
と
も
時
鳥
と
ひ
し
初
音
を
わ
す
れ
ず
も
が
な

　
　
　

御
返
し

　
　

ほ
と
ゝ
ぎ
す
な
ぐ
さ
め
て
け
り
初
声
に
爰
を
旅
と
は
思
は
で
ぞ
聞
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橘
の
作
り
枝
を
奉
る
と
て　
　
　
　
　
　
　

高
井
長
門
守
真
政

　
　

言
の
葉
の
花
さ
へ
実
さ
へ
橘
の
栄
行
か
げ
を
千
代
も
頼
ま
ん

　
　
　

御
返
し

　
　

か
げ
頼
む
人
も
幾
千
代
立
花
の
実
さ
へ
花
さ
へ
と
こ
と
は
に
見
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鳴
海
（
マ
マ
）道
筑
信
遍

　
　

和
歌
の
浦
や
み
る
め
を
か
る
も
海
士
衣
か
さ
ね
し
代
々
の
恵
を
（
マ
マ
）ぞ

し
る

　
　
　

御
返
し

　
　

三
代
か
け
て
み
る
め
を
か
る
も
波
な
ら
ん
（
マ
マ
）契
り
と
ぞ
思
ふ
わ
か
の
浦
人

　
　
　
（「
御
会
の
外
に
詠
出　

卯
月
郭
公
」
四
首
省
略
）

　
　
　

富
士
賞
翫
の
詠

　
　

名
に
高
き
山
は
富
士
の
ね
け
ぬ
が
上
に
雪
も
幾
世
と
降
か
は
る
ら
む

　
　

夏
か
け
て
ふ
る
か
残
る
か
時
し
ら
ぬ
雪
を
高
根
の
富
士
の
芝
山　
　

６
「
冷
泉
宗
匠
家
御
詠
」

　
　
　

遙
望
筑
波
山

　
　

�

つ
く
ば
ね
は
み
る
ほ
ど
と
を
き
よ
そ
め
に
も
そ
れ
と
わ
か
る
ゝ
は
山
し
げ

山

　
　
　

為
村
卿
富
士
御
賞
翫
之
御
詠

　
　

�

名
に
た
か
き
山
は
ふ
じ
の
ね
け
ぬ
が
う
へ
に
雪
も
い
く
よ
ゝ
降
か
さ
ぬ
ら

ん

　
　

夏
か
け
て
ふ
る
か
の
こ
る
か
時
し
ら
ぬ
雪
を
高
ね
の
ふ
じ
の
し
ば
山

　
　
　
（
中
略
）

　
　
　

為
村
卿
江
府
御
発
駕
の
時
、
御
門
下
へ
と
て

　
　

朝
露
の
を
き
て
出
た
つ
旅
衣
む
す
び
な
れ
に
し
名
残
を
ぞ
お
も
ふ

　
　

や
が
て
と
く
都
の
つ
て
に
告
こ
さ
む
海
山
や
す
く
か
へ
り
つ
き
ぬ
と

７
「
和
歌
留
」

　
　
　

為
村
卿
へ
信
遍
奉
れ
る
歌

　
　

和
歌
の
浦
や
み
る
め
を
か
る
も
蜑
衣
か
さ
ね
し
よ
ゝ
の
恵
と
ぞ
し
る

　
　
　

御
返
し

　
　

三
よ
か
け
て
み
る
め
を
か
る
も
な
み
な
ら
ぬ
契
と
ぞ
お
も
ふ
わ
か
の
浦
人

９
「
延
享
三
寅
四
月
為
村
卿
関
東
下
向
」

　
　
　

富
士
賞
翫
之
詠

　
　

名
に
高
き
山
は
ふ
じ
の
ね
け
ぬ
が
う
へ
に
雪
も
幾
よ
ゝ
ふ
り
重
ぬ
ら
む

　
　

夏
か
け
て
ふ
る
か
残
る
か
時
し
ら
ぬ
雪
を
た
か
ね
の
ふ
じ
の
し
ば
山

　
　
　
（
白
菅
よ
り
原
・
吉
原
あ
た
り
ま
で
の
道
中
詠
、
省
略
）

　
　
　

同
年
御
下
向
の
節
申
奉
る　
　
　
　

信
遍

　
　

和
歌
の
浦
や
み
る
め
を
か
る
も
あ
ま
衣
か
さ
ね
し
よ
ゝ
の
恵
と
ぞ
し
る

　
　
　

御
返
し　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
村
卿

　
　

三
よ
か
け
て
み
る
め
を
か
る
も
な
み
な
ら
ぬ
契
と
ぞ
思
ふ
和
か
の
浦
人

　
　
　

遙
望
筑
波
山　
　
　
　
　
　
　
　
　

─
─
─

　
　

筑
波
根
は
見
る
ほ
ど
遠
き
よ
そ
め
に
も
夫
と
わ
か
る
ゝ
葉
山
し
げ
山

　
　
　

旅
行
の
御
詠
は
別
巻
に
記
し
ぬ

　

 
「
冷
泉
宰
相
為
村
卿
関
東
下
向
旅
中
之
詠
歌
」

　
　
　
（
草
津
よ
り
箱
根
ま
で
の
道
中
詠
、
省
略
）

　
　
　

四
月
十
九
日
御
旅
館
御
当
座
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卯
月
郭
公

　
　

東
路
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
み
や
こ
に
は
ま
つ
ら
ん
声
を
あ
ま
た
に
ぞ
聞

　
　
　

折
し
も
撫
子
を
ま
い
ら
せ
け
る
人
あ
り
。
又
御
当
座

　
　

な　

な
ぞ
へ
て
も
み
ん
色
ぞ
な
き
幾
千
種
さ
す
花
が
め
の
撫
子
の
花

�

信
遍

　
　

て　

手
に
と
り
て
み
る
も
え
な
ら
ぬ
色
も
猶
折
人
か
ら
の
な
で
し
こ
の
花

　
　
　
　

御
詠
歌
也
。
此
外
之
人
々
の
う
た
は
こ
ゝ
に
も
ら
し
ぬ
。

　
　
　

御
帰
京
之
日
、
御
旅
館
に
さ
し
を
か
る

　
　

あ
さ
露
の
お
き
て
出
た
つ
旅
枕
む
す
び
な
れ
に
し
名
残
を
ぞ
思

　
　

や
が
て
と
く
み
や
こ
の
つ
て
に
告
こ
さ
ん
海
山
や
す
く
帰
り
つ
き
ぬ
と

　
　
　
　

帰
洛
旅
人

　
　
　
　
　
　
　

門
弟
中

　
　
　

河
崎
に
て

　
　

み
や
こ
ぢ
に
か
へ
り
つ
く
と
も
わ
す
れ
め
や
此
河
崎
の
里
の
や
す
ら
ひ

　

ま
ず
気
づ
か
さ
れ
る
の
は
、
４
を
除
い
て
「
富
士
賞
翫
」
二
首
が
他
の
道
中

詠
と
は
別
扱
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
２
に
い
う
「
公
方
よ
り
詠
歌
御

た
づ
ね
に
つ
き
、
書
上
ら
れ
け
る
う
た
」
と
の
位
置
付
け
が
正
し
け
れ
ば
、
家

重
に
詠
歌
の
要
諦
を
説
明
し
た
素
材
と
し
て
特
記
さ
れ
る
の
も
当
然
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
の
確
た
る
証
拠
は
見
出
せ
な
い
。

　

次
に
、
３
や
５
の
記
述
に
よ
り
、
信
遍
の
他
、
主
な
冷
泉
派
歌
人
達
が
為
村

と
の
面
会
の
機
会
を
得
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
遙
望
筑
波
山
」
歌
は
、
５

の
歌
題
下
の
割
書
に
よ
り
、
證
道
が
住
持
を
勤
め
た
西
久
保
の
梅
上
山
光
明
寺

で
詠
ま
れ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
か
ら
、
為
村
が
證
道
の
誘
い
を
受
け
て
同
寺
で

時
を
過
ご
し
、證
道
に
ゆ
か
り
あ
る
筑
波
山
を
遠
望
し
た
の
は
間
違
い
な
い（
證

道
に
関
し
て
は
、
拙
稿
⑥
の
享
保
二
十
年
冬
の
「
武
蔵
野
地
名
考
並
記
図
引
」

撰
文
条
に
考
証
を
展
開
し
て
い
る
。
ご
参
照
頂
き
た
い
）。
ま
た
、
５
で
「
御

殿
中
に
て
は
じ
め
て
御
対
顔
」
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
氏
房
・
利
啓
・
真
政
に

続
い
て
信
遍
の
名
が
挙
が
る
の
は
、
譜
代
大
名
や
旗
本
達
と
為
村
の
面
会
の
時

と
場
が
、
あ
る
日
の
江
戸
城
中
に
用
意
さ
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ

う
。
し
か
し
、
こ
れ
も
特
定
に
は
至
ら
な
い
。

　

そ
し
て
、
信
遍
が
「
和
歌
の
浦
や
」
歌
を
為
村
に
贈
り
、
為
村
が
「
三
代
か

け
て
」
歌
を
返
し
た
旨
の
記
事
は
、
概
ね
四
月
十
九
日
の
当
座
歌
会
よ
り
も
前

に
置
か
れ
る
の
が
通
例
で
あ
る
。「
惇
信
院
殿
御
実
紀
」
巻
三
に
よ
れ
ば
、
十
九

日
に
「
参
向
の
公
卿
府
に
入
」
り
、
二
十
二
日
に
「
公
卿
引
見
」
が
行
わ
れ
て

い
る
（『
新
訂
増
補
国
史
大
系　

徳
川
実
紀
』
第
九
篇
三
八
三
頁
）。
記
事
の
順

番
が
時
間
の
前
後
を
反
映
し
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
遅
く
と
も
十
九
日
の
歌
会

開
始
前
ま
で
に
は
江
戸
の
門
人
達
と
の
面
会
は
済
ま
せ
て
い
た
と
見
る
の
が
自

然
で
あ
ろ
う
か
ら
、
十
五
日
以
降
十
九
日
ま
で
と
幅
を
持
た
せ
て
立
項
し
た
。

な
お
、
信
遍
贈
歌
と
為
村
返
歌
の
表
現
に
は
小
異
が
あ
る
が
、
信
遍
歌
・
為
村

歌
と
も
１
・
４
・７
・
９
の
形
が
正
し
い
。
３
と
５
の
書
写
者
は
和
歌
の
修
辞
の

理
解
が
甚
だ
不
十
分
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
江
戸
冷
泉
門
の
中
枢
か
ら
発

信
さ
れ
た
情
報
の
受
け
取
り
手
の
学
力
と
し
て
は
、
あ
る
程
度
普
遍
的
な
も
の

と
し
て
許
容
す
る
他
は
な
い
。
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さ
ら
に
い
え
ば
、
十
九
日
の
当
座
歌
会
の
後
に
も
巨
勢
利
啓
や
信
遍
が
為
村

と
の
面
会
の
機
会
を
持
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
資
料
も
あ
る
。
３
で
は
、
あ
る

人
物
が
撫
子
を
贈
っ
た
の
に
対
し
、
為
村
が
「
手
に
と
り
て
」
歌
で
応
え
て
い

る
し
、「
巨
勢
和
州
御
旅
館
を
と
ぶ
ら
ひ
給
ふ
折
」
に
鳴
い
た
ほ
と
と
ぎ
す
を

為
村
が
「
ほ
と
ゝ
ぎ
す
」
歌
で
賞
美
す
る
。
９
に
は
、「
折
し
も
撫
子
を
ま
い

ら
せ
け
る
人
あ
り
。
又
御
当
座
」
の
詞
書
で
、
為
村
の
「
手
に
と
り
て
」
歌
と

と
も
に
信
遍
の
「
な
ぞ
へ
て
も
」
歌
が
掲
げ
ら
れ
る
の
で
、
３
と
重
ね
合
わ
せ

れ
ば
為
村
に
撫
子
を
贈
っ
た
の
は
信
遍
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
９
は
信
遍

に
門
人
と
し
て
親
炙
す
る
池
上
幸
政
（
の
ち
幸
豊
）
の
記
録
だ
か
ら
、
信
遍
か

ら
直
接
入
手
し
た
情
報
か
も
し
れ
ず
、
信
憑
性
は
高
い
。
十
九
日
以
降
の
事
績

と
し
て
立
項
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

残
念
な
の
は
、
以
上
述
べ
た
江
戸
冷
泉
門
と
の
交
流
の
日
程
が
ど
う
し
て
も

確
定
で
き
な
い
こ
と
で
あ
る
。

○�

　
四
月
十
九
日
、
池
上
幸
政
の
冷
泉
家
入
門
を
仲
介
す
る
。
ま
た
、
同
日
、

西
久
保
の
大
養
寺
塔
頭
寿
向
院
に
お
い
て
催
さ
れ
た
当
座
歌
会
に
出
席
す

る
。
題
「
卯
月
郭
公
」。（「
冷
泉
家
門
人
帳
」、『
京
進
書
札
留
』
一
、『
扶
桑

残
玉
集
』
巻
四
「
東
行
記
」
他
）

　

池
上
幸
政
の
為
村
へ
の
紹
介
と
当
座
歌
会
出
席
の
ど
ち
ら
が
先
だ
っ
た
か
は

わ
か
ら
な
い
。
当
座
歌
会
に
相
応
の
時
間
を
要
し
、
そ
の
後
の
懇
親
が
盛
会
で

あ
っ
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
歌
会
開
催
の
前
に
事
務
的
な
処
理
を
済
ま
せ
た
と
推

測
す
る
の
も
妥
当
な
こ
と
と
思
わ
れ
る
の
で
、
ひ
と
ま
ず
入
門
仲
介
を
先
に
立

て
た
。

　

幸
政
の
入
門
の
日
時
を
確
定
す
る
第
一
の
資
料
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
所

蔵
の
為
村
筆
「
冷
泉
家
門
人
帳
」（
仮
称
）
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
わ
ず
か
に
見

開
き
二
丁
分
し
か
公
開
さ
れ
て
い
な
い
（
詳
細
は
拙
稿
「
歌
の
家
は
な
ぜ
続
い

た
か
」〈
浅
田
徹
氏
他
編
『
和
歌
を
ひ
ら
く
』
第
一
巻
、
岩
波
書
店
、

二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
〇
日
〉
参
照
）
が
、
こ
の
う
ち
延
享
二
年
か
ら
三
年
に

か
け
て
の
一
丁
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
『
京
の
雅
・
和
歌
の
こ

こ
ろ　

冷
泉
家
の
至
宝
展
』
図
録
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

一
九
九
七
年
八
月
）
を
始
め
と
し
て
幾
度
か
写
真
が
公
開
さ
れ
、
そ
こ
に
記
載

さ
れ
た
事
項
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、
ど
の
よ
う
な
身
分
の
人
物
が
、
い
つ
、
誰

の
仲
介
に
よ
っ
て
入
門
し
た
か
を
つ
ぶ
さ
に
知
り
得
る
稀
有
の
資
料
と
な
っ

た
。
こ
こ
に
信
遍
や
幸
政
の
名
が
見
ら
れ
る
の
は
全
く
の
偶
然
で
あ
る
。
い
つ

か
全
丁
が
公
開
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、
限
ら
れ
た
情
報
か
ら
幸
政
入
門

前
後
の
状
況
を
再
構
築
し
て
み
る
。

　

 

「
冷
泉
家
門
人
帳
」
に
は
次
の
よ
う
な
記
載
が
あ
っ
た
。

　
　

�

池
上
太
郎
右
衛
門
源
幸
政　

明
和
五
改
幸
豊　

同
月
十
九
日
入　

武
州
大

師
河
原
住　

道
筑
挙
（『
京
の
雅
・
和
歌
の
こ
こ
ろ　

冷
泉
家
の
至
宝
展
』

図
録
一
九
七
頁
）

　

こ
れ
よ
り
四
項
前
の
「
高
津
因
幡
守
藤
原
康
遠
」
の
上
覧
に
「
同
三
」
と
あ

り
、
こ
れ
が
延
享
三
年
を
意
味
す
る
。
ま
た
、「
同
月
」
は
二
項
前
の
「
四
月

十
七
日
」
を
受
け
る
の
で
、
幸
政
が
「
道
筑
挙
」
に
よ
っ
て
延
享
三
年
四
月
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十
九
日
に
入
門
を
果
た
し
た
の
は
間
違
い
の
な
い
事
実
と
な
る
。

　

一
方
、
川
崎
市
市
民
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
池
上
家
文
書
蔵
『
京
進
書
札
留
』
は
、

幸
政
が
入
門
以
降
に
冷
泉
家
に
出
し
た
書
状
の
手
控
え
で
あ
り
、
そ
の
一
の
冒

頭
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
通
行
の
字
体
に
改
め
、
適
宜
句
読
点
・
濁
点
等
を

補
い
、
注
記
を
施
す
。
な
お
、
拙
稿
コ
に
は
、
本
稿
で
省
略
す
る
図
も
含
め
て

翻
字
済
み
で
あ
り
、
拙
著
『
近
世
冷
泉
派
歌
壇
の
研
究
』
一
五
八
〜
一
六
〇
頁

に
一
部
再
録
す
る
に
あ
た
っ
て
校
正
漏
れ
を
修
訂
し
た
。『
近
世
冷
泉
派
歌
壇

の
研
究
』
を
合
わ
せ
て
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

�

延
享
三
年
寅
四
月
、
冷
泉
家
御
下
向
之
節
、
御
門
下
入
之
儀
、
成
島
貴
氏

を
以
相
願
候
所
、
御
許
容
之
上
、
於
御
旅
館
、
同
月
廿
日
御
目
見
被
仰
付

候
。
尤
其
節
関
柳
陰
披
露
、
御
供
之
雑
掌
安
藤
喜
内
・
中
川
瀬
平　

中
川

清
基
男（
１
）、
御
礼
式
詠
草
柳
陰
ヲ
以
差
上
候
。

　
　

目
録
、
左
之
通

　
　
　

�

御
肴
代　

金
三
百
疋　

小
奉
書
二
枚　

三
ッ
折
如
図　

包
の
し　

台
に

す
へ

　
　
　

�

御
肴
代　

金
百
疋　

の
り
入
二
枚　

付
の
し　

尤
へ
ぎ
に
の
せ　

両
人

へ
同
様（
２
）

　
　

一�　

毎
年
年
始
・
八
朔
、
金
弐
百
疋
づ
ゝ
、
雑
掌
衆
百
疋
づ
ゝ
、
暑
寒
御

伺
之
節
は
何
成
共
見
合
。

　
　

一　

詠
草
上
ゲ
候
事
、
毎
月
又
は
隔
月
に
も
。

　
　
　

�

同
月（
３
）廿
九
日
江
戸
御
発
駕
、
於
川
崎
駅
御
昼
休
、
御
膳
朝
岡
帯
刀

よ
り
上
ル
。
我
等
儀
、御
肴
代
金
百
疋
、雑
掌
衆
へ
銀
壱
匁
づ
ゝ
上
ル
。

御
小
休
迄
御
供
致
し
、
花
ヲ
指
上
申
候
。

　
　

江
戸
御
旅
館
に
残
し
被
置
候
御
詠

　
　
　

あ
さ
露
の
お
き
て
出
た
つ
旅
ま
く
ら
む
す
び
な
れ
に
し
名
残
を
ぞ
思
ふ

　
　
　

�

や
が
て
と
く
み
や
こ
の
つ
て
に
告
こ
さ
む
海
山
や
す
く
か
へ
り
つ
き
ぬ

と

　
　
　
　
　
　

帰
洛
旅
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　

門
弟
中

　
　
　
　

川
崎
之
御
休
に
て

　
　
　

�

み
や
こ
ぢ
に
か
へ
り
つ
く
と
も
わ
す
れ
め
や
こ
の
河
崎
の
里
の
や
す
ら

ひ

　
　

注
（
１
）　
「
中
川
清
基
男
」
は
小
書
き
。

　
　
　

 

（
２
）�　

原
文
に
は
「
目
録
」
二
枚
の
図
が
上
下
に
描
か
れ
る
が
、
省

略
す
る
。

　
　
　

 

（
３
）�　

原
文
で
は
「
同
年
」
の
「
年
」
を
見
消
に
し
、「
月
」
に
改
め
る
。

　

こ
の
二
つ
の
記
述
を
重
ね
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
経
緯
が
お
の
ず
と
見
え
て
く

る
。
ま
ず
四
月
十
九
日
に
信
遍
が
幸
政
の
入
門
を
為
村
に
申
請
し
、
為
村
が
許

可
を
出
す
。
翌
二
十
日
に
為
村
の
宿
所
を
訪
問
し
「
御
目
見
」
に
与
る
よ
う
指

示
を
受
け
、
当
日
は
公
儀
御
用
達
商
人
で
冷
泉
門
の
関
尚
之
柳
陰
の
立
会
い
の

も
と
、
正
式
に
入
門
の
「
御
礼
式
」
が
執
り
行
わ
れ
る
。
毎
年
の
謝
礼
の
金
額

や
詠
草
提
出
の
頻
度
な
ど
、
門
人
と
し
て
守
る
べ
き
取
り
決
め
も
交
わ
さ
れ

る
。
信
遍
は
あ
く
ま
で
も
仲
介
し
た
の
み
で
、
入
門
の
儀
式
に
立
ち
会
う
こ
と

は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
恐
ら
く
身
分
の
差
故
で
あ
ろ
う
。
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為
村
は
四
月
二
十
九
日
に
江
戸
を
発
し
、
東
海
道
を
西
に
向
か
う
が
、
幸
政

は
川
崎
宿
で
待
ち
受
け
て
昼
休
憩
の
接
待
を
し
、「
御
肴
代
」
を
為
村
と
雑
掌

衆
に
献
呈
す
る
。
富
豪
な
ら
で
は
の
も
て
な
し
ぶ
り
に
、
入
門
を
果
た
し
た
幸

政
の
喜
び
を
十
分
に
看
取
で
き
る
。

　

信
遍
の
仲
介
に
よ
っ
て
無
事
幸
政
は
入
門
を
果
た
し
た
が
、
十
九
日
に
行
わ

れ
た
当
座
歌
会
に
は
当
然
な
が
ら
関
与
で
き
な
か
っ
た
。
信
遍
達
古
参
の
門
人

を
中
心
に
、こ
れ
ま
で
師
事
し
て
き
た
門
人
に
の
み
開
か
れ
た
場
な
の
だ
っ
た
。

　

当
日
の
会
の
性
格
と
参
加
者
に
つ
い
て
は
、
先
に
触
れ
た
石
野
氏
稿
に
概
略

が
述
べ
ら
れ
る
。
石
野
氏
の
依
拠
し
た
「
関
東
道
記　

光
栄
卿
為
村
卿
」
の
書

誌
や
所
在
等
が
明
示
さ
れ
ず
、
和
歌
も
省
略
さ
れ
る
な
ど
、
こ
の
催
し
の
説
明

と
し
て
は
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
だ
記
述
が
望
ま
れ
る
が
、
近
世
文
学
史
に
お
い

て
こ
の
当
座
歌
会
の
意
義
を
論
じ
た
最
初
の
業
績
と
し
て
、
今
後
も
参
照
さ
れ

る
べ
き
論
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
オ
の
全
貌
を
記
録
す
る
１
〜
４
の
う
ち
、
１

を
底
本
と
し
て
前
書
・
和
歌
・
作
者
名
を
掲
げ
、和
歌
・
作
者
名
に
つ
い
て
は
、

２
〜
４
、
及
び
石
野
氏
の
記
述
と
の
異
同
を
注
記
す
る
形
を
と
る
。
な
お
、
本

歌
会
記
録
で
は
他
を
圧
す
る
善
本
は
な
く
、
い
ず
れ
も
誤
写
を
免
れ
な
い
伝
本

ば
か
り
で
あ
る
。
底
本
に
も
明
ら
か
な
誤
写
が
見
ら
れ
る
が
、
あ
え
て
そ
の
ま

ま
翻
字
し
、
留
意
点
は
注
記
に
委
ね
る
。

　

ま
ず
は
、
会
の
趣
旨
を
説
明
す
る
前
書
き
か
ら
。
２
以
外
の
３
点
に
備
わ
る

が
、
字
句
に
は
若
干
の
出
入
り
が
あ
る
。

　
　

�

御
門
弟
中
願
に
て
、
卯
月
十
九
日
、
於
御
旅
館
御
当
座
被
催
、
其
節
故
大

納
言
為
久
卿
御
懐
紙
所
持
の
輩
こ
れ
あ
り
候
は
ゞ
持
参
あ
る
べ
き
よ
し
に

て
、
桑
村
佳
孝
持
参
、
右
の
御
懐
紙
を
か
け
ら
れ
、
香
花
を
備
ら
れ
、
此

御
懐
紙
を
今
日
の
宗
匠
と
遊
ば
さ
る
べ
き
よ
し
に
て
、
為
村
卿
御
拝
礼
あ

り
。
列
座
の
衆
中
各
拝
礼
い
た
さ
れ
、
御
当
座
の
事
、
再
往
御
辞
退
被
成

候
へ
ど
も
、達
て
被
相
願
に
よ
り
、か
く
の
ご
と
し
。
御
謙
退
感
心
有
余
。

　
　

御
懐
紙　

詠
寄
名
所
述
懐
和
歌　
　
　
　

右
衛
門
督
為
久

　
　

末
か
け
て
猶
こ
そ
頼
め
春
日
山
み
よ
の
こ
と
葉
の
松
の
藤
な
み

　

為
村
は
関
東
門
人
達
の
切
な
る
要
望
を
踏
ま
え
、
父
為
久
の
「
末
か
け
て
」

歌
自
筆
懐
紙
を
佳
孝
か
ら
提
供
さ
れ
て
、
何
度
も
辞
退
し
て
見
せ
つ
つ
、
為
久

詠
を
宗
匠
と
し
て
当
座
歌
会
を
催
す
こ
と
と
し
た
。先
代
か
ら
の
門
人
を
前
に
、

「
御
謙
退
」
の
態
度
を
形
に
表
す
為
村
の
姿
は
、「
感
心
有
余
」
と
好
ま
し
く
映
っ

た
ら
し
い
。

　

続
い
て
当
座
歌
会
の
和
歌
と
作
者
名
が
列
挙
さ
れ
る
。
便
宜
上
通
し
番
号
を

付
し
た
。

　
　

卯
月
十
九
日
御
当
座
、
芝
西
久
保
大
養
寺
塔
頭
寿
向
院（
１
）に
て

　
　
　

卯
月
郭
公　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

為
村
卿

　

①
東
路
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
都
に
は（
２
）待
ら
ん
声
を
あ
ま
た
に
ぞ
き
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

戸
田
淡
路
守
氏
房

　

②�

郭
公
旅
の
や
ど
り
を
な
ぐ
さ
め
て（
３
）五
月
こ
ぬ
ま
も
あ
ま
た
に
ぞ（
４
）な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

巨
勢
伊
豆
守
至
信

　

③
東
路
は
ま
つ
も
ま
た
ず（
５
）も
卯
花
の
や
ど
に
か
た
ら
ふ
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

磯
野
丹
波
守
政
武

　

④
行
か
へ
り
旅
ね
か
た
ら
へ
時
鳥
を
の
が
さ
つ
き
も
ち
か
き
ま
く
ら
に（
６
）
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巨
勢
大
和
守
利
啓

　

⑤
め
づ
ら
し
き
旅
の
や
ど
り
の
郭
公
五
月
を
ま
た
ず（
７
）あ
ま
た
と
ふ
声（
８
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
井
長
門
守
真
政

　

⑥
ま
れ
に
来
し
人（
９
）に
き
け
と
や
時
鳥
卯
月
の
空
に
お
ち
か
へ
り
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
島
道
筑
信
遍

　

⑦
郭
公
旅
ね
と
ふ
と
や
卯
花
の
垣
ね
夜
ぶ
か
き
月
に
な
く（
10
）ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鎌
倉
別
当
大
庭
昌
長

　

⑧
稀
に
あ
ふ
け
ふ
を
時
と
や
郭
公
を
の
が
五
月
も
ま
た
で
鳴
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

光
明
寺
證
道（
11
）

　

⑨
ま
れ
人
を
ま
ち
え
て
聞
ば
卯
花
の
う
き
を
わ
す
る
ゝ
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
窓
院
俊
阿

　

⑩
ほ
と
ゝ
ぎ
す
五
月
を
ち
か
み
ふ
る
雨
の
夕
の
空
に
も
ら
す
一
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
栖
真
悦

　

⑪
め
づ
ら
し
と
聞
人
か
ら
や
時
鳥
卯
月
の
空
に
音
を
も
忍
ば
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

湯
川
栄
輪（
12
）

　

⑫
宮
人
を
な
れ
も
待
ら
し（
13
）卯
月
よ
り
こ
と
し
は
あ
ま
た
鳴
郭
公

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

矢
代
久
意

　

⑬
卯
花
の
咲
る
垣
ね（
14
）の
郭
公
ま
ち
し
日
数
を
重
ね
て
ぞ
き
く（
15
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
宗
栄

　

⑭
里
な
べ
て（
16
）声
な
を
し
み
そ
郭
公
を
の
が
五
月
も
程
近
き
こ
ろ（
17
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
田
松
策（
18
）

　

⑮
卯
花
の
や
ど
り
と
ふ
や
と（
19
）時
鳥
を
の
が
五
月
も
ま
た
で
な
く
ら
ん（
20
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
原
友
右
衛
門
正
雅（
21
）

　

⑯
卯
花
の
盛
過
さ
で（
22
）ほ
と
ゝ
ぎ
す
け
ふ
め
づ
ら
し
き
初
音
を
ぞ
き
く（
23
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

森
川
主
馬
章
信

　

⑰
東
路
の
旅
ね
も
あ
ま
た
夜
を
へ
つ
ゝ
卯
月
を
か
け
て
聞
郭
公（
24
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
平
馬
惟
賢（
25
）

　

⑱
都
人
来
る
を
や
ま
ち
し
時
鳥
卯
月
の
空
に
か
た
ら
ひ
て
な
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
河
瀬
平
忍
清（
26
）

　

⑲
東
路
の
卯
月
の
空
の
郭
公
ま
れ
に
来
て
聞
声
は
め
づ
ら
し（
27
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
藤
喜
内
継
典

　

⑳
め
づ
ら
し
な（
28
）を
の
が
五
月
も
ま
た
で
鳴
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す
軒
ば
と
ふ
声（
29
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
柳
陰（
30
）

　

㉑
東
路
に
聞
ぞ
馴
ぬ
る
郭
公
み
や
こ
の
卯
月
い
か
ゞ
鳴（
31
）ら
ん（
32
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

桑
村
三
右
衛
門
佳
孝

　

㉒
こ
ゝ
ろ
あ
る
人
に
き
け
と
や
時
鳥
五
月
を
ま
た
ぬ
東
路
の
声（
33
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鰕
原
三
郎
左
衛
門
喜
寛

　

㉓
な
け
や
な
け（
34
）卯
月
待
え
て
言
の
は
も
し
げ
る
青
葉
の
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す（
35
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

枝
助
七
安
路（
36
）

　

㉔
郭
公
ま
れ
な
る
折
に
あ
ふ
ひ
草
か
け
て
ま
た
れ
し
声
な
お
し
み
そ（
37
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

倉
田
勘
左
衛
門
豊
之

　

㉕
卯
花
の
垣
ね
は
雪
の
夕
ま
ぐ
れ
ふ
り
出
て
な
く
山
ほ
と
ゝ
ぎ
す（
38
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
沢
源
太
郎
義
景（
39
）

　

㉖
卯
花
の
咲
初
し
よ
り
時
鳥
な
れ
も
時
し
る
音
を
や
鳴
ら
ん（
40
）
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前
人
妻

　

㉗
五
月
待
な
ら
ひ
あ
り
と
も
郭
公
ま
づ
卯
花
の
陰
に
鳴
ら
ん（
41
）

　
　

注
（
１
）　

寿
向
院
―
２
は
場
の
明
示
な
し
、
３
「
寿
光
院
」。

　
　
　

 
（
２
）　

都
に
は
―
２
「
都
に
も
」。

　
　
　

 

（
３
）　

な
ぐ
さ
め
て
―
３
「
尋
来
て
」。

　
　
　

 

（
４
）　

あ
ま
た
に
ぞ
―
２
「
あ
ま
た
に
や
」。

　
　
　

 

（
５
）　

ま
た
ず
―
３
「
ま
た
ぬ
」。

　
　
　

 

（
６
）　

２
は
政
武
歌
を
五
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
７
）�　

五
月
を
ま
た
ず
―
２
「
五
月
も
ま
た
ず
」、
３
「
五
月
も
ま
た

で
」。

　
　
　

 

（
８
）　

２
は
利
啓
歌
を
四
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
９
）　

人
―
４
「
君
」。

　
　
　

 

（
10
）　

な
く
―
３
「
ふ
く
」。

　
　
　

 

（
11
）　

證
道
―
３
「
際
道
」

　
　
　

 

（
12
）　

栄
輪
―
２
「
栄
綸
」、
石
野
氏
「
栄
倫
」。

　
　
　

 

（
13
）　

待
ら
し
―
２
「
め
づ
ら
し
」。

　
　
　

 

（
14
）　

垣
ね
―
２
「
籬
」。

　
　
　

 

（
15
）　

２
は
久
意
歌
を
十
四
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
16
）　

里
な
べ
て
―
２
「
里
な
れ
て
」。

　
　
　

 

（
17
）　

２
は
宗
栄
歌
を
十
三
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
18
）　

松
策
―
２
・３
・４
・
石
野
氏
「
春
策
」。

　
　
　

 

（
19
）　

と
ふ
や
と
―
２
・
３
「
と
ふ
と
や
」。

　
　
　

 

（
20
）　

２
は
春
策
歌
を
二
十
一
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
21
）　

正
雅
―
２
「
正
権
」、
３
「
正
」、
４
・
石
野
氏
「
正
推
」。

　
　
　

 

（
22
）　

過
さ
で
―
２
「
過
き
て
」。

　
　
　

 

（
23
）　

２
は
正
権
歌
を
二
十
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
24
）　

２
は
章
信
歌
を
十
五
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
25
）　

惟
賢
―
２
「
雅
賢
」。

　
　
　

 

（
26
）　

忍
清
―
２
・
４
・
石
野
氏
「
恩
清
」。

　
　
　

 

（
27
）　

２
は
恩
清
歌
を
十
七
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
28
）　

め
づ
ら
し
な
―
３
「
め
づ
ら
し
き
」。

　
　
　

 

（
29
）�　

２
・
３
・
４
い
ず
れ
も
こ
の
歌
を
柳
陰
作
と
す
る
。
２
は

二
十
二
首
目
、
３
・
４
は
二
十
一
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
30
）　

柳
陰
―
２
・
石
野
氏
「
柳
隠
」。

　
　
　

 

（
31
）　

鳴
―
３
「
な
る
」。

　
　
　

 

（
32
）�　

２
・
３
・
４
い
ず
れ
も
こ
の
歌
を
継
典
作
と
す
る
。
２
は
十
九

首
目
、
３
・
４
は
二
十
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
33
）　

２
は
佳
孝
歌
を
二
十
三
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
34
）　

な
け
や
な
け
―
３
「
な
け
や
る
な
」。

　
　
　

 

（
35
）　

２
は
喜
寛
歌
を
二
十
四
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
36
）　

枝
助
七
安
路
―
２
「
安
路
」、
石
野
氏
「
牧
助
七
安
路
」。

　
　
　

 
（
37
）　

２
は
安
路
歌
を
二
十
五
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 
（
38
）　

２
は
豊
之
歌
を
二
十
六
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
39
）　

義
景
―
２
・
石
野
氏
「
義
章
」。
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（
40
）　

２
は
義
章
歌
を
十
六
首
目
に
置
く
。

　
　
　

 

（
41
）　

鳴
ら
ん
―
３
「
な
か
な
ん
」。

　

異
同
の
う
ち
も
っ
と
も
重
要
な
の
は
、
誰
が
ど
の
歌
を
詠
じ
た
の
か
と
い
う

問
題
、及
び
作
者
名
そ
の
も
の
と
な
ろ
う
。
１
が
⑳
を
安
藤
喜
内
継
典
作
と
し
、

㉑
を
関
柳
陰
作
と
す
る
の
は
、
も
っ
と
も
重
大
な
誤
り
と
見
な
さ
ざ
る
を
得
な

い
。
先
に
引
用
し
た
『
京
進
書
札
留
』
の
記
事
を
見
れ
ば
明
ら
か
だ
が
、
安
藤

喜
内
と
中
河
瀬
平
は
為
村
に
随
行
し
た
冷
泉
家
の
雑
掌
で
あ
る
。
そ
の
安
藤
の

作
と
し
て
⑳
と
㉑
の
い
ず
れ
が
ふ
さ
わ
し
い
か
と
い
え
ば
、
江
戸
で
よ
う
や
く

聞
き
馴
れ
つ
つ
あ
る
ほ
と
と
ぎ
す
の
声
か
ら
都
に
思
い
を
馳
せ
る
㉑
で
あ
ろ

う
。
他
の
三
本
が
す
べ
て
逆
に
認
定
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
１
は
歌
の
順
番

に
無
頓
着
な
２
よ
り
も
決
定
的
な
欠
陥
を
有
す
る
。

　

次
に
作
者
名
。
１
の
順
番
に
沿
っ
て
検
討
を
加
え
る
。
⑨
の
「
證
道
」
は
、

先
に
触
れ
た
拙
稿
⑥
の
考
証
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、「
證
道
」
で
間
違
い
な
い
。

⑫
の
「
栄
輪
」「
栄
綸
」「
栄
倫
」
の
問
題
は
、
宝
暦
六
年
（
一
七
五
六
）
の
岡

田
忠
篤
主
催
「
千
首
和
歌
」（
慶
応
義
塾
大
学
図
書
館
・
天
理
図
書
館
蔵
）
の

作
者
一
覧
に
「
源
直
躬　

西
殿
奥　

湯
川
栄
倫
」
と
あ
る
こ
と
で
解
決
す
る
。

⑮
の
「
前
田
松
策
」
は
、「
冷
泉
家
門
人
帳
」
に
「
前
田
春
策
子
計
」
と
し
て

立
項
さ
れ
る
か
ら
「
春
策
」
が
正
し
い
。
な
ぜ
１
が
「
春
」
を
「
松
」
と
誤
っ

た
か
、理
解
に
苦
し
む
。
⑯
の
「
栗
原
友
右
衛
門
」、⑱
の
「
北
平
馬
」
の
名
は
、

他
資
料
に
よ
る
裏
付
け
が
得
ら
れ
ず
不
明
。
⑲
の
「
中
河
瀬
平
」
の
名
は
、
大

阪
市
立
大
学
附
属
図
書
館
森
文
庫
蔵
『
冷
泉
門
人
』
に
、「
家
士
」
の
一
人
と

し
て「
中
河
三
之
允　

忍
清
」が
立
項
さ
れ
る
。
正
し
く
は
⑳
の「
関
柳
陰
」は
、

「
柳
陰
」「
柳
隠
」
の
両
方
を
通
用
し
て
い
た
よ
う
だ
。
㉔
の
「
枝
助
七
安
路
」

に
つ
い
て
は
、『
片
玉
集
後
集
』
巻
七
十
九
「
冷
泉
家
御
褒
詞
詠
藻
上
」
に
「
安

路　

枝
権
兵
衛
」
の
作
が
見
え
る
。
㉖
の
「
田
沢
源
太
郎
」
の
名
は
、
拙
稿
⑥

で
触
れ
た
よ
う
に
「
義
章
」
が
正
し
い
が
、「
よ
し
あ
き
ら
」
の
読
み
で
共
通

す
る
「
義
景
」
を
も
通
用
し
た
可
能
性
は
残
る
。

　

こ
の
日
、
為
久
の
詠
草
掛
軸
を
飾
り
、
為
村
を
間
近
に
仰
い
で
行
わ
れ
た
当

座
歌
会
が
、
関
東
の
冷
泉
門
人
に
深
い
感
銘
を
与
え
た
の
は
間
違
い
な
い
。
参

加
者
が
新
た
な
門
人
拡
大
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
。
そ
の
動
き
の

中
心
に
は
信
遍
が
存
在
す
る
。�

（
未
完
）　

〔
補
記
〕�　

本
稿
は
、
令
和
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
成

島
信
遍
研
究
―
幕
臣
文
人
の
事
績
を
通
し
て
見
る
近
世
中
期
江
戸
文
壇

の
特
徴
―
」
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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A Chronological Record of Narushima Nobuyuki’s Career (21)

Keiichi KUBOTA

In my previous paper, I serially recorded Narushima Nobuyuki’s career from 1689 to 1745. 

This paper presents a detailed account of the articles provided to him in the first half of 1746.

In April, Reizei Tamemura, a master of waka, came to Edo as an envoy to celebrate the 

shogunate of Tokugawa Ieshige. Nobuyuki welcomed Tamemura, as a main pupil of the world of 

Reizei waka in Edo and took part in a gathering of waka on April 19.

As usual, he served as mediator between dignitaries from Tokugawa Yoshimune’s shogunate 

and the librarians of Momijiyama Library.


